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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）のワイヤレス通信の方法であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介した前記ＵＥとネットワークデバイスとの間の
データ転送アクティビティ中に前記第１のＲＡＴから第２のＲＡＴにチューンアウェイす
ることと、ここにおいて、前記データアクティビティ転送が、アップリンクデータ転送ま
たはダウンリンクデータ転送のうちの１つに関係し、ここにおいて、前記第１のＲＡＴお
よび前記第２のＲＡＴは、単一のＲＦチェーンを共有し、前記データ転送アクティビティ
がアップリンクデータであるとき、チューンアウェイすることは、少なくとも１つのタイ
マーを始動する、および
　前記第１のＲＡＴにチューンバックし、保留中のアップリンク転送データが存在すると
決定すると、前記少なくとも１つのタイマーをリセットすることと、前記少なくとも１つ
のタイマーのリセット時にスケジューリング要求（ＳＲ）を前記ネットワークデバイスに
送ることと、前記ＵＥからのデータを送信することとによって、アップリンクデータ転送
の継続を開始すること、ここにおいて、前記タイマーは、前記ＵＥに含まれ、前記ＵＥが
データ転送を要求するのをその間控える時間を定義する、あるいは、
　前記データ転送アクティビティがダウンリンクデータであるとき、前記第１のＲＡＴに
チューンバックすると、前記ネットワークデバイスに電力節約モードから抜けさせるため
に、前記ネットワークデバイスにスケジューリング要求（ＳＲ）を送ることによって、ダ
ウンリンクデータ転送の継続を開始すること
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　を備える、方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのタイマーが、前記ＵＥのバッファステータス報告（ＢＳＲ）タイ
マーに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ダウンリンクデータ転送の継続を開始するより前に、前記ＵＥがチューンアウェイする
ことより前のダウンリンクデータアクティビティに関係する判定基準が満たされたかどう
かを決定することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記判定基準は、前記ＵＥがチューンアウェイすることより前の時間期間中に前記ＵＥ
によって受信されたダウンリンクデータのサイズの測度（measure）を備える、請求項３
に記載の方法。
【請求項５】
　ワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介した前記ＵＥとネットワークデバイスとの間の
データ転送アクティビティ中に前記第１のＲＡＴから第２のＲＡＴにチューンアウェイす
るための手段と、ここにおいて、前記データアクティビティ転送が、アップリンクデータ
転送またはダウンリンクデータ転送のうちの１つに関係し、ここにおいて、前記第１のＲ
ＡＴおよび前記第２のＲＡＴは、単一のＲＦチェーンを共有し、前記データ転送アクティ
ビティがアップリンクデータであるとき、チューンアウェイすることは、少なくとも１つ
のタイマーを始動する、
　前記第１のＲＡＴにチューンバックし、保留中のアップリンク転送データが存在すると
決定すると、前記少なくとも１つのタイマーをリセットすることと、前記少なくとも１つ
のタイマーのリセット時にスケジューリング要求（ＳＲ）を前記ネットワークデバイスに
送ることとによって、アップリンクデータ転送の継続を開始するための手段と、ここにお
いて、前記タイマーは、前記ＵＥに含まれ、前記ＵＥがデータ転送を要求するのをその間
控える時間を定義する、
　前記データ転送アクティビティがダウンリンクデータであるとき、前記第１のＲＡＴに
チューンバックすると、前記ネットワークデバイスに電力節約モードから抜けさせるため
に、前記ネットワークデバイスにスケジューリング要求（ＳＲ）を送ることによって、ダ
ウンリンクデータ転送の継続を開始するための手段と、
　データを送信および受信するための手段と
　を備える、ユーザ機器。
【請求項６】
　ダウンリンクデータ転送の継続を開始するより前に、前記ＵＥがチューンアウェイする
ことより前のダウンリンクデータアクティビティに関係する判定基準が満たされたかどう
かを決定するための手段をさらに備える、請求項５に記載のユーザ機器。
【請求項７】
　実行されたとき、コンピュータに、請求項１乃至４のうちのいずれかに記載の方法を実
行させるコンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]　本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１４年
７月２５日に出願された「Method to Optimize LTE Data Performance Through Fast or 
Quick Scheduling Request Approach For Single Radio Hybrid Tune Away Devices」と
題するＰＣＴ国際出願第ＰＣＴ／ＣＮ２０１４／０８３０２８号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]　本開示は、一般に通信システムに関し、より詳細には、単一無線ハイブリッド
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チューンアウェイデバイスのための高速または迅速スケジューリング要求手法を通してＬ
ＴＥ（登録商標）データパフォーマンスを最適化するための方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、および
ブロードキャストなど、様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。
典型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、
送信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多
元接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例としては、符号分割多元接続（Ｃ
ＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭ
Ａ）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波
数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ
－ＳＣＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]　これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さ
らには地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通
信規格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はロングタームエボリューシ
ョン（ＬＴＥ：Long Term Evolution）である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププ
ロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標）：Third Generation Partnership Project）によって
公表されたユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ：Univer
sal Mobile Telecommunications System）モバイル規格の拡張のセットである。ＬＴＥは
、スペクトル効率を改善すること、コストを下げること、サービスを改善すること、新し
いスペクトルを利用すること、およびダウンリンク（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡを使用し、
アップリンク（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテ
ナ技術を使用して他のオープン規格とより良く統合することなどによって、モバイルブロ
ードバンドインターネットアクセスをより良くサポートするように設計されている。しか
しながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増加し続けるにつれて、ＬＴ
Ｅ技術のさらなる改善が必要である。好ましくは、これらの改善は、他の多元接続技術と
、これらの技術を採用する電気通信規格とに適用可能であるべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]　本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置（appa
ratus）が提供される。本装置、たとえば、ＵＥは、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ：r
adio access technology）を介したＵＥとネットワークデバイス（network device）との
間のデータ転送アクティビティ（data transfer activity）中に、第１のＲＡＴから第２
のＲＡＴにチューンアウェイ（tune away）する。データアクティビティ転送（data acti
vity transfer）は、ＵＥからのアップリンクデータ転送（uplink data transfer）また
はＵＥへのダウンリンクデータ転送（downlink data transfer）のうちの１つに関係し、
チューンアウェイすることは、データ転送アクティビティに影響を及ぼすタイマー（time
r）を始動（start）する。データ転送アクティビティがアップリンクデータであるとき、
ＵＥは、タイマーをリセットすることと、少なくとも１つのタイマーのリセット時にスケ
ジューリング要求（ＳＲ：scheduling request）をネットワークデバイスに送ることとに
よって、第１のＲＡＴにチューンバック（tune back）するとアップリンクデータ転送の
継続（continuance）を開始（initiate）し得、ここにおいて、タイマーはＵＥに関連す
る。データ転送アクティビティがダウンリンクデータであるとき、ＵＥは、ネットワーク
デバイスに電力節約モードから抜け（exit）させることによって、第１のＲＡＴにチュー
ンバックするとダウンリンクデータ転送の継続を開始し得、ここにおいて、タイマーは、
ネットワークデバイスに関連し、電力節約モードのサイクル（cycle）を定義する。
【図面の簡単な説明】
【０００６】



(4) JP 6571159 B2 2019.9.4

10

20

30

40

50

【図１】[0006]　ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図２】[0007]　アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】[0008]　ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図。
【図４】[0009]　ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図。
【図５】[0010]　ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテク
チャの一例を示す図。
【図６】[0011]　アクセスネットワーク中の発展型ノードＢおよびユーザ機器（user equ
ipment）の一例を示す図。
【図７】[0012]　複数のワイヤレスネットワークが重複するカバレージを有する例示的な
展開を示す図。
【図８】[0013]　ＵＥとｅＮＢとの間のアップリンクデータ転送アクティビティに関与す
るコールフロー図。
【図９】[0014]　ＵＥとｅＮＢとの間のダウンリンクデータ転送アクティビティに関与す
るコールフロー図。
【図１０】[0015]　ワイヤレス通信（wireless communication）の方法のフローチャート
。
【図１１】[0016]　例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフロ
ーを示す概念データフロー図。
【図１２】[0017]　処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を
示す図。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　[0019]　添付の図面に関して以下に示す発明を実施するための形態は、様々な構成を説
明するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る構成のみを表すものではない
。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を
含む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者に
は明らかであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知
られている構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【０００８】
　[0020]　次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提
示する。これらの装置および方法を、以下の発明を実施するための形態において説明し、
（「要素（element）」と総称される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、
ステップ、プロセス、アルゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電
子ハードウェア、コンピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実
装され得る。そのような要素がハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして実
装されるかは、特定の適用例および全体的なシステムに課せられる設計制約に依存する。
【０００９】
　[0021]　例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１
つまたは複数のプロセッサ（processor）を含む「処理システム（processing system）」
を用いて実装され得る。プロセッサの例としては、マイクロプロセッサ、マイクロコント
ローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（
ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個別ハー
ドウェア回路、および本開示全体にわたって説明する様々な機能を実行するように構成さ
れた他の好適なハードウェアがある。処理システム内の１つまたは複数のプロセッサはソ
フトウェアを実行し得る。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェ
ア、マイクロコード、ハードウェア記述言語などの名称にかかわらず、命令、命令セット
、コード、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフト
ウェアモジュール、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパ
ッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロ
シージャ、関数などを意味すると広く解釈されたい。
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【００１０】
　[0022]　したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハー
ドウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る
。ソフトウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体（computer-readable 
medium）上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令ま
たはコード（code）として符号化され得る。コンピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒
体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体で
あり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ランダムアクセ
スメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブルＲＯ
Ｍ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コンパクトディスクＲＯＭ（ＣＤ－ＲＯＭ）または他
の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、
あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するた
めに使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えること
ができる。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００１１】
　[0023]　図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネ
ットワークアーキテクチャ１００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet S
ystem）１００と呼ばれることがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（
ＵＥ：user equipment）１０２と、発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ
－ＵＴＲＡＮ：Evolved UMTS Terrestrial Radio Access Network）１０４と、発展型パ
ケットコア（ＥＰＣ：Evolved Packet Core）１１０と、事業者のインターネットプロト
コル（ＩＰ）サービス１２２とを含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワークと相互接
続することができるが、簡単のために、それらのエンティティ／インターフェースは図示
されていない。図示のように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、当業者なら
容易に諒解するように、本開示全体にわたって提示する様々な概念は、回線交換サービス
を提供するネットワークに拡張され得る。
【００１２】
　[0024]　Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６と他のｅＮＢ１０８とを
含み、マルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ：Multicast Coordination Entity）１
２８を含み得る。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と
制御プレーンプロトコル終端とを与える。ｅＮＢ１０６は、バックホール（backhaul）（
たとえば、Ｘ２インターフェース）を介して他のｅＮＢ１０８に接続され得る。ＭＣＥ１
２８は発展型マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ：Mult
imedia Broadcast Multicast Service）（ｅＭＢＭＳ）のために時間／周波数無線リソー
スを割り振り、ｅＭＢＭＳのために無線構成（たとえば、変調およびコーディング方式（
ＭＣＳ：modulation and coding scheme））を決定する。ＭＣＥ１２８は別個のエンティ
ティ、またはｅＮＢ１０６の一部であり得る。ｅＮＢ１０６は、基地局、ノードＢ、アク
セスポイント、基地トランシーバ局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能
、基本サービスセット（ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：e
xtended service set）、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅＮＢ
１０６は、ＵＥ１０２にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与える。ＵＥ１０２の例と
しては、セルラーフォン、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：sessio
n initiation protocol）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全
地球測位システム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレ
ーヤ（たとえば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、タブレット、または任意の他の
同様の機能デバイスがある。ＵＥ１０２は、当業者によって、移動局、加入者局、モバイ
ルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイ
ス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者
局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユー
ザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語
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で呼ばれることもある。
【００１３】
　[0025]　ｅＮＢ１０６はＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰＣ１１０は、モビリティ管理
エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）１１２と、ホーム加入者サーバ（
ＨＳＳ：Home Subscriber Server）１２０と、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウ
ェイ（serving gateway）１１６と、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサ
ービス（ＭＢＭＳ：Multimedia Broadcast Multicast Servic）ゲートウェイ１２４と、
ブロードキャストマルチキャストサービスセンター（ＢＭ－ＳＣ：Broadcast Multicast 
Service Center）１２６と、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ：Packet Data Networ
k）ゲートウェイ１１８とを含み得る。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との
間のシグナリングを処理する制御ノードである。概して、ＭＭＥ１１２はベアラおよび接
続管理を行う。すべてのユーザＩＰパケットはサービングゲートウェイ１１６を通して転
送され、サービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮゲートウェイ１１８に接続される。
ＰＤＮゲートウェイ１１８はＵＥのＩＰアドレス割振りならびに他の機能を与える。ＰＤ
Ｎゲートウェイ１１８およびＢＭ－ＳＣ１２６はＩＰサービス１２２に接続される。ＩＰ
サービス１２２は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシステム
（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ：PS Stre
aming Service）、および／または他のＩＰサービスを含み得る。ＢＭ－ＳＣ１２６は、
ＭＢＭＳユーザサービスプロビジョニングおよび配信のための機能を与え得る。ＢＭ－Ｓ
Ｃ１２６は、コンテンツプロバイダＭＢＭＳ送信のためのエントリポイントとして働き得
、ＰＬＭＮ内のＭＢＭＳベアラサービスを許可し、開始するために使用され得、ＭＢＭＳ
送信をスケジュールし、配信するために使用され得る。ＭＢＭＳゲートウェイ１２４は、
特定のサービスをブロードキャストするマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネッ
トワーク（ＭＢＳＦＮ：Multicast Broadcast Single Frequency Network）エリアに属す
るｅＮＢ（たとえば、１０６、１０８）にＭＢＭＳトラフィックを配信するために使用さ
れ得、セッション管理（開始／停止）と、ｅＭＢＭＳ関係の課金情報を収集することとを
担当し得る。
【００１４】
　[0026]　図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２
００の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００は、いくつかのセ
ルラー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ
２０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る
。より低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（たとえば、ホームｅＮＢ（Ｈｅ
ＮＢ））、ピコセル、マイクロセル、またはリモートラジオヘッド（ＲＲＨ：remote rad
io head）であり得る。マクロｅＮＢ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割り当てら
れ、セル２０２中のすべてのＵＥ２０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与えるよ
うに構成される。アクセスネットワーク２００のこの例には集中コントローラはないが、
代替構成では集中コントローラが使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制御、承認
制御、モビリティ制御、スケジューリング、セキュリティ、およびサービングゲートウェ
イ１１６への接続性を含む、すべての無線関係機能を担当する。ｅＮＢは１つまたは複数
の（たとえば、３つの）（セクタとも呼ばれる）セルをサポートし得る。「セル（cell）
」という用語は、ｅＮＢの最も小さいカバレージエリアを指すことがあり、および／また
はｅＮＢサブシステムサービングは特定のカバレージエリアである。さらに、「ｅＮＢ」
、「基地局」、および「セル」という用語は、本明細書では互換的に使用され得る。
【００１５】
　[0027]　アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、
展開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割
複信（ＦＤＤ：frequency division duplex）と時分割複信（ＴＤＤ：time division dup
lex）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵ
Ｌ上で使用される。当業者なら以下の詳細な説明から容易に諒解するように、本明細書で
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提示する様々な概念は、ＬＴＥ適用例に好適である。ただし、これらの概念は、他の変調
および多元接続技法を採用する他の電気通信規格に容易に拡張され得る。例として、これ
らの概念は、エボリューションデータオプティマイズド（ＥＶ－ＤＯ：Evolution-Data O
ptimized）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）
に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部と
して第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２）によって公表されたエアイ
ンターフェース規格であり、移動局にブロードバンドインターネットアクセスを提供する
ためにＣＤＭＡを採用する。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録
商標））とＴＤ－ＳＣＤＭＡなどのＣＤＭＡの他の変形態とを採用するユニバーサル地上
波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Radio Access）、ＴＤＭＡを採用す
るモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile
 Communications）、ならびに、ＯＦＤＭＡを採用する、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ
：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２
．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、およびＦｌａｓｈ－ＯＦＤ
Ｍに拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、３ＧＰ
Ｐ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、３ＧＰＰ２団体
からの文書に記載されている。採用される実際のワイヤレス通信規格および多元接続技術
は、特定の適用例およびシステムに課せられる全体的な設計制約に依存することになる。
【００１６】
　[0028]　ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。Ｍ
ＩＭＯ技術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化と、ビームフォーミングと、送信
ダイバーシティとをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重
化は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。
データストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか
、または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。こ
れは、各データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および位相の
スケーリングを適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリコー
ディングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディ
ングされたデータストリームは、異なる空間シグネチャとともに（１つまたは複数の）Ｕ
Ｅ２０６に到着し、これにより、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々がそのＵＥ２０
６に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元することが可能になる。ＵＬ上
で、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディングされたデータストリームを送信し、これ
により、ｅＮＢ２０４は、空間的にプリコーディングされた各データストリームのソース
を識別することが可能になる。
【００１７】
　[0029]　空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネ
ル状態があまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させる
ためにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通して送信するた
めのデータを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジに
おいて良好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングル
ストリームビームフォーミング送信が使用され得る。
【００１８】
　[0030]　以下の詳細な説明では、ＤＬ上でＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムを
参照しながらアクセスネットワークの様々な態様について説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤ
Ｍシンボル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散技法で
ある。サブキャリアは正確な周波数で離間される。離間（spacing）は、受信機がサブキ
ャリアからデータを復元することを可能にする「直交性（orthogonality）」を与える。
時間領域では、ＯＦＤＭシンボル間干渉をなくすために、ガードインターバル（たとえば
、サイクリックプレフィックス）が各ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。ＵＬは、高いピ
ーク対平均電力比（ＰＡＰＲ：peak-to-average power ratio）を補償するために、ＳＣ
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－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形態で使用し得る。
【００１９】
　[0031]　図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。フレ
ーム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サブフレ
ームは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表すために
リソースグリッドが使用され得、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リソース
グリッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、ノーマルサイクリックプレフ
ィックス（normal cyclic prefix）の場合、リソースブロックは、合計８４個のリソース
要素について、周波数領域中に１２個の連続するサブキャリアを含んでおり、時間領域中
に７個の連続するＯＦＤＭシンボルを含んでいる。拡張サイクリックプレフィックス（ex
tended cyclic prefix）の場合、リソースブロックは、合計７２個のリソース要素につい
て、周波数領域中に１２個の連続するサブキャリアを含んでおり、時間領域中に６個の連
続するＯＦＤＭシンボルを含んでいる。Ｒ３０２、３０４として示されるリソース要素の
うちのいくつかは、ＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ：DL reference signal）を含む。ＤＬ－
ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ：Cell-specific RS）
３０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ：UE-specific RS）３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３
０４は、対応する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical DL shared channel）が
マッピングされるリソースブロック上のみで送信される。各リソース要素によって搬送さ
れるビット数は変調方式に依存する。したがって、ＵＥが受信するリソースブロックが多
いほど、また変調方式が高いほど、ＵＥのデータレートは高くなる。
【００２０】
　[0032]　図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。ＵＬ
のための利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分さ
れ得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成され得、構成可
能なサイズを有し得る。制御セクション内のリソースブロックは、制御情報を送信するた
めにＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に含まれないすべ
てのリソースブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、単一のＵＥがデータセクション
中の連続サブキャリアのすべてを割り当てられることを可能にし得る、連続サブキャリア
を含むデータセクションを生じる。
【００２１】
　[0033]　ＵＥは、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブ
ロック４１０ａ、４１０ｂを割り当てられ得る。ＵＥは、ｅＮＢにデータを送信するため
に、データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂをも割り当てられ得る。
ＵＥは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネル
（ＰＵＣＣＨ：physical UL control channel）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、デ
ータセクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳ
ＣＨ：physical UL shared channel）中でデータのみまたはデータと制御情報の両方を送
信し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得、周波数上でホッピン
グし得る。
【００２２】
　[0034]　初期システムアクセスを実行し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ
：physical random access channel）４３０中でＵＬ同期を達成するために、リソースブ
ロックのセットが使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、い
かなるＵＬデータ／シグナリングをも搬送することができない。各ランダムアクセスプリ
アンブルは、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数
はネットワークによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は
、ある時間リソースおよび周波数リソースに制限される。周波数ホッピングはＰＲＡＣＨ
にはない。ＰＲＡＣＨ試みは単一のサブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少数の連続サブフ
レームのシーケンス中で搬送され、ＵＥは、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣ
Ｈ試みのみを行うことができる。
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【００２３】
　[0035]　図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロ
トコルアーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロ
トコルアーキテクチャは、３つのレイヤ、すなわち、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ
３で示される。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号処
理機能を実装する。Ｌ１レイヤを本明細書では物理レイヤ５０６と呼ぶ。レイヤ２（Ｌ２
レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵＥとｅＮ
Ｂとの間のリンクを担当する。
【００２４】
　[0036]　ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅＮＢにおいて
終端される、メディアアクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ５１０
と、無線リンク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレイヤ５１２と、パケットデー
タコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）５１４
サブレイヤとを含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェ
イ１１８において終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他
端（たとえば、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーションレ
イヤとを含めてＬ２レイヤ５０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００２５】
　[0037]　ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラ（radio bearer）と論理チャ
ネルとの間の多重化を行う。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッド
を低減するための上位レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化す
ることによるセキュリティと、ＵＥに対するｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを与える
。ＲＬＣサブレイヤ５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよびリ
アセンブリと、消失データパケット（lost data packet）の再送信と、ハイブリッド自動
再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic repeat request）による、順番の乱れた受信（o
ut-of-order reception）を補償するためのデータパケットの並べ替えとを行う。ＭＡＣ
サブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を行う。Ｍ
ＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＵＥの間で１つのセル内の様々な無線リソース（たとえば
、リソースブロック）を割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＨＡ
ＲＱ動作を担当する。
【００２６】
　[0038]　制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャ
は、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６および
Ｌ２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レ
イヤ）中に無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）サブレイヤ５１６を含
む。ＲＲＣサブレイヤ５１６は、無線リソース（たとえば、無線ベアラ）を取得すること
と、ｅＮＢとＵＥとの間のＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを
担当する。
【００２７】
　[0039]　図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０の
ブロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが、コントロ
ーラ／プロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤ
の機能を実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、様々な優先度メトリ
ックに基づいて、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメンテーションおよび並べ替
えと、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化と、ＵＥ６５０への無線リ
ソース割振りとを行う。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作と、消失
パケットの再送信と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担当する。
【００２８】
　[0040]　送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のた
めの様々な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正
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（ＦＥＣ：forward error correction）と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキ
ーイング（ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳ
Ｋ：quadrature phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase
-shift keying）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation
））に基づいた信号コンスタレーション（signal constellation）へのマッピングとを可
能にするために、コーディングとインターリービングとを含む。コーディングされ、変調
されたシンボルは、次いで並列ストリームに分割される。各ストリームは、次いで、時間
領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成するために、ＯＦＤＭサ
ブキャリアにマッピングされ、時間領域および／または周波数領域中で基準信号（refere
nce signal）（たとえば、パイロット）と多重化され、次いで逆高速フーリエ変換（ＩＦ
ＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使用して互いに合成される。ＯＦＤＭストリ
ームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコーディングされる。チャ
ネル推定器（channel estimator）６７４からのチャネル推定値は、コーディングおよび
変調方式を決定するために、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル推定値は
、ＵＥ６５０によって送信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバックか
ら導出され得る。次いで、各空間ストリームは、別個の送信機６１８ＴＸを介して異なる
アンテナ６２０に与えられ得る。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ス
トリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００２９】
　[0041]　ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６５
２を通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を
復元し、受信（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ１
レイヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てら
れた任意の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実行し得る。複数
の空間ストリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によっ
て単一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次いで
高速フーリエ変換（ＦＦＴ：Fast Fourier Transform）を使用してＯＦＤＭシンボルスト
リームを時間領域から周波数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキ
ャリアごとに別々のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボル
と、基準信号とは、ｅＮＢ６１０によって送信される、可能性が最も高い信号コンスタレ
ーションポイントを決定することによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チ
ャネル推定器６５８によって計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで
、物理チャネル上でｅＮＢ６１０によって最初に送信されたデータと制御信号とを復元す
るために復号され、デインターリーブされる。データおよび制御信号は、次いで、コント
ローラ／プロセッサ６５９に与えられる。
【００３０】
　[0042]　コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プ
ロセッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連し得る。メモリ
６６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントローラ／プロセ
ッサ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トランス
ポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、復号（de
cipher）と、ヘッダ復元（decompression）と、制御信号処理とを行う。上位レイヤパケ
ットは、次いで、Ｌ２レイヤの上のすべてのプロトコルレイヤを表すデータシンク６６２
に与えられる。また、様々な制御信号がＬ３処理のためにデータシンク６６２に与えられ
得る。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために肯定
応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用した誤り検出を担
当する。
【００３１】
　[0043]　ＵＬでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レ
イヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上のすべ
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てのプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様
に、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメン
テーションおよび並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づく論理チャ
ネルとトランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンお
よび制御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ６５９はま
た、ＨＡＲＱ動作と、消失パケットの再送信と、ｅＮＢ６１０へのシグナリングとを担当
する。
【００３２】
　[0044]　ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャ
ネル推定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調
方式を選択することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６
８によって使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、
別個の送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられ得る。各送信機６５４
ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３３】
　[0045]　ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した様式と同様の様
式でｅＮＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテ
ナ６２０を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された
情報を復元し、その情報をＲＸプロセッサ６７０に与える。ＲＸプロセッサ６７０はＬ１
レイヤを実装し得る。
【００３４】
　[0046]　コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プ
ロセッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連し得る。
メモリ６７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントロール／
プロセッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トランス
ポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、復号と、
ヘッダ復元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ６７５からの上位レイ
ヤパケットは、コアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６７５はま
た、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使用
した誤り検出を担当する。
【００３５】
　[0047]　いくつかの技法は、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ：radio access netwo
rk）のいくつかの周波数帯域上での動作のために確立された要件に準拠するワイヤレスデ
バイス動作モードを与えるように設計されている。１つのそのような技法は、ワイヤレス
デバイスが、拡張ネットワーク（たとえば、ロングタームエボリューション、すなわちＬ
ＴＥネットワーク）のサービスと地理的に重複するサービスを提供するレガシーネットワ
ーク（たとえば、ＣＤＭＡ２０００　１ｘまたは単に「１ｘ」ネットワーク）からボイス
サービスを受信することを伴う。
【００３６】
　[0048]　ＬＴＥとＣＤＭＡの両方をサポートするネットワークでは、ＵＥチップセット
がＬＴＥとＣＤＭＡ　１ｘの両方をサポートすることが必要であり得る。ＬＴＥにおいて
動作しながら１ｘを監視することをサポートするための２つのシステムアーキテクチャが
あり得る。第１のアーキテクチャは、一方がＬＴＥ用であり、他方が１ｘ用である、２つ
の別個の無線周波数（ＲＦ）チェーンを有し得る。このアーキテクチャは、ＬＴＥデータ
呼がアクティブであるとき、１ｘボイスページが並列に復号されることを可能にし得る。
このアーキテクチャ／アルゴリズムは、一般にＳＶＬＴＥ（同時ボイスおよびＬＴＥ：si
multaneous voice and LTE）と呼ばれる。Ｑｕａｌｃｏｍｍ（登録商標）からのＭＳＭ８
９６０（登録商標）チップセットはこのアーキテクチャを使用する。
【００３７】
　[0049]　別のアーキテクチャはただ１つのＲＦチェーンを有し得る。このＲＦチェーン
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は、ＬＴＥと１ｘとの間で共有される必要があり得、ＬＴＥ技術とＣＤＭＡ技術とが同時
にアクティブでないことがあるという制約がある。１ｘページングを監視するために、Ｕ
Ｅは、ＬＴＥデータ呼がアクティブである間にＬＴＥから周期的にチューンアウェイする
必要があり得る。１つのＲＦチェーンアーキテクチャは、バッテリー消費を改善し、基板
面積と部品表（ＢＯＭ：bill of material）とを節約するが、ＬＴＥデータ呼がアクティ
ブである間にＵＥが１ｘボイスページを周期的に監視しなければならないときに問題が起
こり得る。１ｘへのＲＦチューン時間中に、ＬＴＥ呼は中断またはほぼ中断され、これは
、ネットワークによって予想されないことがある、ＬＴＥ　ＵＥ機能の途絶をもたらし得
る。
【００３８】
　[0050]　図７に、複数のワイヤレスネットワークが重複するカバレージを有する例示的
な展開を示す。発展型ユニバーサル地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）
７２０は、ＬＴＥをサポートし得、いくつかの発展型ノードＢ（ｅＮＢ）７２２と、ユー
ザ機器（ＵＥ）のためのワイヤレス通信をサポートすることができる他のネットワークエ
ンティティとを含み得る。各ｅＮＢは、特定の地理的エリアに通信カバレージを与え得る
。「セル」という用語は、ｅＮＢのカバレージエリアおよび／またはこのカバレージエリ
アをサービスするｅＮＢサブシステムを指すことがある。サービングゲートウェイ（Ｓ－
ＧＷ）７２４は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ７２０と通信し得、パケットルーティングおよびフォワ
ーディング、モビリティアンカリング、パケットバッファリング、ネットワークトリガ型
サービスの開始などの様々な機能を実行し得る。モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：
mobility management entity）７２６は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ７２０およびサービングゲート
ウェイ７２４と通信し得、モビリティ管理、ベアラ管理、ページングメッセージの配信、
セキュリティ制御、認証、ゲートウェイ選択などの様々な機能を実行し得る。ＬＴＥにお
けるネットワークエンティティは、公開されている「Evolved Universal Terrestrial Ra
dio Access (E-UTRA) and Evolved Universal Terrestrial Radio Access Network (E-UT
RAN); Overall description」と題する３ＧＰＰ　ＴＳ３６．３００に記載されている。
【００３９】
　[0051]　無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）７３０は、１ｘＲＴＴをサポートし得、
いくつかの基地局７３２と、ＵＥのためのワイヤレス通信をサポートすることができる他
のネットワークエンティティとを含み得る。モバイル交換センター（ＭＳＣ）７３４は、
ＲＡＮ７３０と通信し得、ボイスサービスをサポートし、回線交換呼のためのルーティン
グを行い、ＭＳＣ７３４によってサービスされるエリア内に位置するＵＥのためのモビリ
ティ管理を実行し得る。相互作用機能（ＩＷＦ：inter-working function）７４０は、Ｍ
ＭＥ７２６とＭＳＣ７３４との間の通信を可能にし得る。１ｘＲＴＴ中のネットワークエ
ンティティは、３ＧＰＰ２から公開されている文書に記載されている。
【００４０】
　[0052]　Ｅ－ＵＴＲＡＮ７２０、サービングゲートウェイ７２４、およびＭＭＥ７２６
は、ＬＴＥネットワーク７０２の一部であり得る。ＲＡＮ７３０およびＭＳＣ７３４は、
１ｘＲＴＴネットワーク７０４の一部であり得る。簡単のために、図７は、ＬＴＥネット
ワークおよび１ｘＲＴＴネットワーク中のいくつかのネットワークエンティティのみを示
している。ＬＴＥおよび１ｘＲＴＴネットワークは、様々な機能およびサービスをサポー
トし得る他のネットワークエンティティをも含み得る。
【００４１】
　[0053]　概して、任意の数のワイヤレスネットワークが所与の地理的エリア中に展開さ
れ得る。各ワイヤレスネットワークは、特定のＲＡＴをサポートし得、１つまたは複数の
周波数上で動作し得る。ＲＡＴは、無線技術、エアインターフェースなどと呼ばれること
もある。周波数は、キャリア、周波数チャネルなどと呼ばれることもある。各周波数は、
異なるＲＡＴのワイヤレスネットワーク間での干渉を回避するために、所与の地理的エリ
ア中の単一のＲＡＴをサポートし得る。
【００４２】
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　[0054]　ＵＥ７１０は、固定または移動であり得、移動局、端末、アクセス端末、加入
者ユニット、局などと呼ばれることもある。ＵＥ７１０は、セルラーフォン、携帯情報端
末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラ
ップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局な
どであり得る。
【００４３】
　[0055]　電源投入時に、ＵＥ７１０は、それが通信サービスを受信することができるワ
イヤレスネットワークを探索し得る。２つ以上のワイヤレスネットワークが検出された場
合、ＵＥ７１０をサービスするために、最高優先度をもつワイヤレスネットワークが選択
され得、サービングネットワークと呼ばれることがある。ＵＥ７１０は、必要な場合、サ
ービングネットワークへの登録を実行し得る。ＵＥ７１０は、次いで、サービングネット
ワークとアクティブに通信するために接続モードで動作し得る。代替的に、ＵＥ７１０は
、アクティブ通信がＵＥ７１０によって必要とされない場合、アイドルモード（idle mod
e）で動作し、サービングネットワークにキャンプオン（camp on）し得る。
【００４４】
　[0056]　ＵＥ７１０は、アイドルモードにある間、複数の周波数および／または複数の
ＲＡＴのセルのカバレージ内に位置し得る。ＬＴＥの場合、ＵＥ７１０は、優先度リスト
に基づいてキャンプオンすべき周波数とＲＡＴとを選択し得る。この優先度リストは、周
波数のセットと、各周波数に関連するＲＡＴと、各周波数に割り当てられた優先度とを含
み得る。たとえば、優先度リストは３つの周波数Ｘ、ＹおよびＺを含み得る。周波数Ｘは
、ＬＴＥのために使用され得、最高優先度を有し得、周波数Ｙは、１ｘＲＴＴのために使
用され得、最低優先度を有し得、周波数Ｚも、１ｘＲＴＴのために使用され得、中間優先
度を有し得る。概して、優先度リストは、ＲＡＴの任意のセットのための任意の数の周波
数を含み得、ＵＥロケーションに固有であり得る。ＵＥ７１０は、たとえば、上記の例に
よって与えられたように、ＬＴＥ周波数が最高優先度にあり、他のＲＡＴのための周波数
がより低い優先度にある優先度リストを定義することによって、利用可能なときに、ＬＴ
Ｅを選好するように構成され得る。
【００４５】
　[0057]　ＵＥ７１０は、以下のようにアイドルモードで動作し得る。ＵＥ７１０は、そ
れが、標準シナリオにおいて「好適な（suitable）」セルを見つけることが可能であるか
、または緊急シナリオにおいて「許容できる（acceptable）」セルを見つけることが可能
である、すべての周波数／ＲＡＴを識別し得、ただし、「好適な」および「許容できる」
は、ＬＴＥ規格において指定されている。ＵＥ７１０は、次いで、すべての識別された周
波数／ＲＡＴの中で最高優先度をもつ周波数／ＲＡＴにキャンプオンし得る。ＵＥ７１０
は、（ｉ）周波数／ＲＡＴが所定のしきい値においてもはや利用可能でないか、または（
ｉｉ）より高い優先度をもつ別の周波数／ＲＡＴがこのしきい値に達するかのいずれかま
で、この周波数／ＲＡＴにキャンプオンしたままであり得る。アイドルモードにあるＵＥ
７１０のためのこの動作挙動は、公開されている「Evolved Universal Terrestrial Radi
o Access (E-UTRA); User Equipment (UE) procedures in idle mode」と題する３ＧＰＰ
　ＴＳ３６．３０４に記載されている。
【００４６】
　[0058]　ＵＥ７１０は、ＬＴＥネットワーク７０２からパケット交換（ＰＳ：packet-s
witched）データサービスを受信することが可能であり得、アイドルモードにある間にＬ
ＴＥネットワークにキャンプオンし得る。ＬＴＥネットワーク７０２は、ボイスオーバー
インターネットプロトコル（ＶｏＩＰ）の制限されたサポートを有するか、またはＶｏＩ
Ｐのサポートを有しないことがあり、これは、しばしばＬＴＥネットワークの初期展開の
場合であり得る。制限されたＶｏＩＰサポートにより、ＵＥ７１０は、ボイス呼のために
別のＲＡＴの別のワイヤレスネットワークに転送され得る。この転送は回線交換（ＣＳ：
circuit-switched）フォールバック（fallback）と呼ばれることがある。ＵＥ７１０は、
１ｘＲＴＴ、ＷＣＤＭＡ（登録商標）、ＧＳＭなどのボイスサービスをサポートすること
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ができるＲＡＴに転送され得る。ＣＳフォールバックを用いた呼発信の場合、ＵＥ７１０
は、初めに、ボイスサービスをサポートしないことがあるソースＲＡＴ（たとえば、ＬＴ
Ｅ）のワイヤレスネットワークに接続され得る。ＵＥは、このワイヤレスネットワークを
用いてボイス呼を発信し得、上位レイヤシグナリングを通して、ボイス呼をサポートする
ことができるターゲットＲＡＴの別のワイヤレスネットワークに転送され得る。ＵＥをタ
ーゲットＲＡＴに転送するための上位レイヤシグナリングは、様々なプロシージャ、たと
えば、リダイレクションを用いた接続解放、ＰＳハンドオーバなどのためのものであり得
る。
【００４７】
　[0059]　本開示の態様は、たとえば、第２の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）中で
動作を実行するために、動作を中断した後に第１のＲＡＮ中で動作を再開するときの性能
を改善するのに役立ち得る技法を提供する。本明細書で提示する技法は、特に、ネットワ
ーク間で単一のＲＦチェーンを共有するＵＥのために適用可能であり得る。
【００４８】
　[0060]　上述のように、場合によっては、たとえば、コストを低減し、サイズを低減し
、電力消費量を制限するために、デバイスが単一のＲＦチェーンを用いて動作することが
望ましいことがある。そのような場合、単一のＲＦチェーンが、複数のＲＡＴネットワー
ク間で、たとえば、パケット交換（ＰＳ）サービスのためのＬＴＥネットワークと回線交
換（ＣＳ）サービスのための１ｘネットワークとの間で共有され得る。したがって、ＬＴ
Ｅ技術および１ｘ技術（たとえば、ＣＤＭＡ、ＧＳＭ、またはＵＭＴＳ）が同時にアクテ
ィブであることが可能でないことがある。
【００４９】
　[0061]　ＬＴＥデータ呼がアクティブである間にＵＥが１ｘボイスページを周期的に監
視するときに問題が起こり得る。１ｘへのＲＦチューン時間中に、ＬＴＥ呼はほぼ中断さ
れ得、これは、ネットワークによって予想されないことがある、ＬＴＥ　ＵＥ機能の途絶
をもたらすことがある。これは、中断された動作からの再開時にＬＴＥ呼への多くの悪影
響を有することがある。１つのＲＦチェーンを用いて動作するデバイスのこのアーキテク
チャ／アルゴリズムは、一般に、中断ＬＴＥ（suspended LTE）として知られている。
【００５０】
　[0062]　中断された動作からの再開時のＬＴＥ呼への影響を最小限に抑えるために、本
開示のいくつかの態様は、１ｘネットワークへのチューンアウトの後の再開時のＵＥにお
ける挙動変更を実装するための技法を提供する。本開示は、ＬＴＥシステムへのＵＥチュ
ーンバックの後の迅速または高速スケジューリング要求（ＳＲ）機構を通して、ハイブリ
ッドチューンアウェイデバイス（単一無線デバイス）のＬＴＥデータスループットおよび
レイテンシ性能（LTE data throughput and latency performance）を向上させることに
関する。
【００５１】
　[0063]　上述のように、ＬＴＥハイブリッドチューンアウェイデバイスは、１ｘＲＴＴ
、ＧＳＭ、ＴＤ－ＳＣＤＭＡまたは他の３Ｇ技術のような他のレガシーボイスサービス技
術にチューンアウェイし得る。ＵＥが、着信ページまたはオーバーヘッドメッセージ更新
を監視するための他の技術にチューンアウェイするとき、ＵＥは、チューンアウェイの時
間中に、ＬＴＥ　ｅＮＢによってスケジュールされたデータを逃す。チューンアウェイ中
に継続的間欠受信（ＣＤＲＸ：continuous discontinuous reception）または間欠送信（
ＤＴＸ：discontinuous transmission）状態に入れられる場合、または、ＵＥバッファス
テータス報告（ＢＳＲ：buffer status report）再送信タイマーが動作している場合、Ｕ
ＥがＬＴＥシステムにチューンバックした後に、ＬＴＥ　ＵＬおよびＤＬデータスケジュ
ールについてのさらなる著しい遅延（delay）が起こり得る。本開示は、迅速にＬＴＥデ
ータサービスを再開し、ＬＴＥデータスループット性能を改善するために、ＬＴＥシステ
ムへのチューンバック後のＵＥベースの迅速ＳＲ拡張（quick SR enhancement）を提供す
る。
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【００５２】
　[0064]　図８は、本開示の一態様による、ＵＥ８０２とｅＮＢ８０４との間のアップリ
ンクデータ転送アクティビティに関与するコールフロー図８００である。ＵＥ８０２が、
ＬＴＥなどの第１のＲＡＴを介して送るべきＵＬデータを有するとき、ＵＥは、バッファ
ステータス報告（ＢＳＲ）をｅＮＢ８０４に送る。ｅＮＢ８０４は、ＢＳＲを受信し、Ｕ
Ｌ許可（grant）をＵＥに送り得る。しかしながら、ＵＥ８０２は、それが８０６におい
てＬＴＥシステムからチューンアウェイした場合、許可を逃（miss）し得る。たとえば、
ＵＥが、ＬＴＥシステム上でＵＬアクティブデータ転送（active data transfer）を行っ
ており、ＵＥがそれのＵＬデータバッファ中にデータを有することを示すためにＢＳＲを
ｅＮＢに送ると仮定する。ＢＳＲが送られ、次いでＵＥが別のＲＡＴにチューンアウェイ
するとき、ＵＥは、チューンアウェイによりｅＮＢからのＰＵＳＣＨ許可を逃し得る。Ｕ
Ｌ許可を逃した結果として、ＵＥ８０２のＭＡＣは、８０８において「ｒｅｔｘＢＳＲタ
イマー」を始動する。ｒｅｔｘＢＳＲタイマーは、ＵＥがチューンアウェイされる時間中
に、ＬＴＥスタック上で動作し続ける。このタイマーのための一般的な設定は、３２０ｍ
ｓである。しかしながら、この設定は、ネットワーク構成に基づいて変更され得る。一般
的なチューンアウェイ時間は、可変であり、２０～１６０ｍｓの範囲内にあり得る。チュ
ーンアウェイ期間は、ＵＥが別のＲＡＴにチューンアウェイするときのＵＥ動作に基づき
得る。ＵＥが８１０においてＬＴＥシステムにチューンバックした後に、チューンアウェ
イ中にＵＥがＰＵＳＣＨ　ＵＬ許可を逃すことにより、データがＵＥ　ＵＬバッファ中で
保留中であることになる。現在のＵＥ動作では、ＵＥは、ｒｅｔｘＢＳＲタイマーの満了
時に別のＢＳＲを送ることになる。ＵＥがＬＴＥシステムにチューンバックしたときと、
ｒｅｔｘＢＳＲタイマーが満了した時間との間の時間の遅延（delay）が、ＵＬデータパ
ケットについての著しい遅延を引き起こし、したがってＵＬスループットの損失（loss）
を引き起こす。
【００５３】
　[0065]　引き続き図８を参照すると、上記の遅延問題（delay issue）に対処するため
に、本開示の一態様では、ＬＴＥシステムにチューンバックすると、ＵＥは、保留中のバ
ッファされたＢＳＲがあるかどうかを決定する。言い換えれば、ＵＥは、それがチューン
アウェイより前にＢＳＲを送ったかどうかと、ＵＥがＬＴＥシステムにチューンバックし
た後に、ＵＬデータ転送バッファ中のデータがバッファ中に依然として存在するかどうか
とを決定する。バッファされたＢＳＲが保留中である場合、ＵＥ　ＭＡＣは、８１２にお
いて「ｒｅｔｘＢＳＲタイマー」を即時におよび自動的にリセットし、ＵＬ　ＰＵＳＣＨ
リソースを要求するためにＳＲを即時にトリガするかまたはＳＲをｅＮＢに送る。この即
時ＳＲ（immediate SR）は、「迅速ＳＲ（quick SR）」または「高速ＳＲ（fast SR）」
と呼ばれることがある。迅速ＳＲに応答してｅＮＢによって送られたＵＬ許可の受信時に
、ＵＥは、許可中で示されたリソースに従って、バッファされたＵＬデータを送信し得る
。したがって、ＵＥは、ｒｅｔｘＢＳＲタイマーの満了を待つ必要なしに、より時間効率
的な様式でデータを送信することが可能である。
【００５４】
　[0066]　ＵＬデータ転送に関係する別のシナリオでは、進行中であるバースト的ＵＬデ
ータ転送があり得、その場合、ＵＥ　ＵＬバッファデータは常に利用可能であるとは限ら
ない。ＵＥに、ＳＲを送らせ、ｅＮＢからＵＬ　ＰＵＳＣＨ許可を受信させた、何らかの
データがＵＥ　ＵＬデータバッファ中にあると仮定する。さらに、ＵＥが、ＲＶ０を使用
してＵＬ　ＰＵＳＣＨデータを送信し、ＵＥチューンアウェイによりｅＮＢからＤＬ　Ｐ
ＨＩＣＨ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫを受信することに失敗したと仮定する。ｅＮＢがＰＵＳＣＨ
データを正しく復号することに失敗した場合、ｅＮＢはＰＨＩＣＨ　ＮＡＣＫを送ること
ができる。ＵＬ適応再送信の場合、ｅＮＢは、ＰＵＳＣＨ再送信のための新しいＵＬ許可
を割り振ることができる。しかしながら、ＵＥがチューンアウェイされるので、この再割
振りはＵＥによって逃されるであろう。ＵＥがＬＴＥシステムにチューンバックした後に
、ＵＥが、ＵＬデータを送信するために、チューンアウェイより前にＵＥによって受信さ
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れた同じＰＵＳＣＨリソースをブラインドで再利用する場合、このデータは、ＵＥがＰＵ
ＳＣＨ再送信のためにＵＬ非適応ＨＡＲＱリソースを使用した場合、ｅＮＢによって正常
に復号されないことがある。また、チューンアウェイした第１のＵＥに以前に割り振られ
た同じリソースが、その後ｅＮＢによって第２のＵＥに割り振られた場合、第１のＵＥが
再送信のためにＬＴＥシステムにチューンバックした後の、第１のＵＥによる同じＰＵＳ
ＣＨリソースのブラインド再利用（blind re-use）は、同じリソースが割り振られた第２
のＵＥとの干渉を引き起こすことになる。この干渉は、第１のＵＥと第２のＵＥの両方に
ついてのスループットの全体的損失を生じる。
【００５５】
　[0067]　失敗した復号および干渉の上記の問題は、図８に関して提示されたのと同様の
様式で対処され得る。ＵＥは、（チューンアウェイの前にＰＵＳＣＨ許可がＵＥに割り振
られていたことにより）ｒｅｔｘＢＳＲタイマーがこのシナリオにおいて動作しておらず
、ＵＥが、再送信目的で古いＰＵＳＣＨ許可リソースを使用する代わりに新しいＰＵＳＣ
Ｈ許可リソースを要求する迅速ＳＲを送ろうとしている場合でも、ＬＴＥシステムにチュ
ーンバックするとｒｅｔｘＢＳＲタイマーを自動的におよび即時にリセットすることと、
ＵＬ許可を取得するためにＳＲを即時に送ることとによって、以前に割り振られたＵＬ許
可リソースのブラインド再利用を回避し得る。
【００５６】
　[0068]　図９は、本開示の一態様による、ＵＥ９０２とｅＮＢ９０４との間のダウンリ
ンクデータ転送アクティビティに関与するコールフロー図９００である。ＵＥ９０２とネ
ットワークデバイス９０４、たとえば、ｅＮＢとの間のＤＬデータ転送が、ＬＴＥシステ
ム上で進行中である。ＵＥ９０２は、９０６において、ＤＬデータ転送中に他のＲＡＴ９
０４にチューンアウェイする。ＵＥ９０２が他のＲＡＴにチューンアウェイするとき、Ｕ
ＥはスケジュールされたＤＬデータ、たとえば、ＰＤＳＣＨデータを逃すことになる。Ｕ
Ｅ９０２がＤＬデータを逃したので、ＵＥは、ＤＬデータの受信に関するＵＬ　ＨＡＲＱ
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信しないことになる。ＵＥ９０２からのＵＬ　ＨＡＲＱ　ＡＣＫ
／ＮＡＣＫなしの結果として、ｅＮＢ９０４は、ＵＥがＤＬデータに対してもはや応答し
ていないと決定し得、９０８において、そのＵＥに関して電力節約モードに入り得る。た
とえば、ｅＮＢ９０４は、ｄｒｘ非アクティビティタイマー（drx-Inactivity Timer）満
了後のＣＤＲＸ状態、またはＤＴＸ状態のいずれかに入り得る。これらの状態のいずれか
になると、ｅＮＢ９０４は、ＣＤＲＸサイクルなど、電力節約モードサイクルのオン持続
時間（ON duration）中にＵＥへのＤＬデータをスケジュールすることを試み得る。ｅＮ
Ｂ９０４が、一般的に４０ｍｓである短いＣＤＲＸサイクルが終了した後に、一般的に３
２０ｍｓである長いＤＲＸサイクルに入ったと仮定し、同時にＵＥが９１０においてＬＴ
Ｅシステムにチューンバックすると仮定する。この場合、ＵＥがＬＴＥシステムにチュー
ンバックした後でも、ｅＮＢは、長いＣＤＲＸサイクルの満了時にデータをスケジュール
する。これは、データ配信についてのＬＴＥ　ＤＬスループット劣化および増加したレイ
テンシを引き起こす。
【００５７】
　[0069]　引き続き図９を参照すると、上記の遅延問題に対処するために、本開示の一態
様では、ＵＥが９１０においてＬＴＥシステムにチューンバックした後、ＵＥは、ＵＥデ
ータバッファ中で保留中のＵＬデータの存在、またはＵＥがチューンアウェイする前のＤ
Ｌの受信に関係する判定基準（criterion）のいずれかに基づいて、迅速ＳＲを送るべき
かどうかを決定する。ＵＬデータがＵＥデータバッファ中で保留中の場合、ＵＥは、図８
に関して上記で説明したように、ＢＳＲ送信と後続の迅速ＳＲとを自動的におよび即時に
開始する。保留中のＵＥ　ＵＬバッファデータがない場合、ＵＥは、ＤＬデータ判定基準
が満たされたかどうかを決定する。一構成では、ＵＥは、ＵＥが９０６においてチューン
アウェイする前に「ｘ」ミリ秒の期間にわたって受信されたＤＬデータの量が、しきい値
量（threshold amount）「ｙ」ビットを上回るかどうかを決定し得る。たとえば、時間期
間（time period）２００ミリ秒中にＵＥ９０２によって受信されたＤＬトランスポート
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ブロック（transport block）のサイズ（size）が、７２ビットよりも大きいかまたはそ
れに等しい場合、判定基準は満たされたと見なされ得る。判定基準が満たされた場合、Ｕ
Ｅ９０２は迅速ＳＲを送る。迅速ＳＲに応答して、ｅＮＢ９０４は、ＵＥにＵＬ　ＰＵＳ
ＣＨ許可を与える。この場合、ＵＥが、データバッファ中で保留中のＵＬデータ、または
送るべきシグナリング情報を有しないので、ＵＥ　ＭＡＣレイヤは、所与のＭＡＣトラン
スポートブロック中で、たとえば、すべて０のパディングデータ（padding data）を送り
得る。ＵＥ９０２によって送られたＳＲは、９１２において、ｅＮＢ９０４に、電力節約
モード、たとえば、ＤＴＸ状態またはＣＤＲＸ状態から抜けさせ、ＤＬ　ＰＤＳＣＨデー
タスケジューリングを始動させる。
【００５８】
　[0070]　上記の実装形態に関与するＳＲプロシージャは、ネットワーク側によって構成
された場合、さらに「ＳＲ禁止タイマー（SR-prohibit-timer）」および「ｄｓｒ－Ｔｒ
ａｎｓＭａｘ」に従う。ＵＥがＬＴＥシステムにチューンバックした後に、ＳＲ禁止タイ
マー値が、１よりも大きく、依然として動作している場合、ＵＥは、タイマーをリセット
し、次の利用可能な即時ＳＲ送信機会において迅速ＳＲを送ることができる。
【００５９】
　[0071]　上記で説明した例以外の条件が、迅速ＳＲ機構をトリガし得る。たとえば、Ｕ
Ｅが、第１のＲＡＴにキャンプオンされている間、電力節約状態、たとえばＣＤＲＸに入
り、次いで第２のＲＡＴにチューンアウェイする場合、ＵＥは、ＣＤＲＸサイクルのオン
期間中に、第１のＲＡＴのｅＮＢによってスケジュールされたＤＬデータを受信しないこ
とになる。さらに、ＵＥチューンアウェイの持続時間が長く、たとえば、１秒以上である
場合、ＵＥは、ｅＮＢによって試みられたすべてのＤＬデータスケジューリング試みを逃
し得る。迅速ＳＲトリガリングの一実施形態によれば、第１のＲＡＴにチューンバックす
ると、ＵＥは、ＵＥから見たＵＬ／ＤＬデータアクティビティがない場合でも、迅速ＳＲ
をトリガし得る。ＵＥは、ＵＥチューンアウェイより前のアクティブＰＤＳＣＨまたはＰ
ＵＳＣＨデータ転送アクティビティの不在に基づいて、ＵＬ／ＤＬデータアクティビティ
がないと決定し得る。この実施形態は、ＵＥが迅速ＳＲを送る前にＵＥのバッファ中のＵ
Ｌデータを探す、図８の実施形態、およびＵＥが迅速ＳＲを送る前にチューンアウェイよ
り前に受信されたＤＬ許可を探す、図９の実施形態とは異なる。この実施形態では、ＵＥ
およびｅＮＢはＣＤＲＸタイマーを実行していることになる。ＵＥによるチューンバック
時に、これらのＣＤＲＸタイマーは、現在の規格に従ってリセット／停止され、ＵＥは迅
速ＳＲを送る。
【００６０】
　[0072]　図１０は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１０００である。本方法は
、ＵＥ（たとえば、ＵＥ８０２、９０２、装置１１０２／１１０２’）によって実行され
得る。ステップ１００２において、ＵＥは、ＬＴＥなど、第１のＲＡＴから、１ｘＲＴＴ
または他のＲＡＴなど、第２のＲＡＴにチューンアウェイする。チューンアウェイは、第
１のＲＡＴを介した、ＵＥと、ｅＮＢなど、ネットワークデバイスとの間のデータ転送ア
クティビティ、たとえば、ＵＬデータ転送またはＤＬデータ転送のうちの１つ中に起こり
、データ転送アクティビティに影響を及ぼす少なくとも１つのタイマーを始動する。デー
タ転送アクティビティは、ＵＥからのアップリンクデータ転送またはＵＥへのダウンリン
クデータ転送のうちの１つに関係し得る。
【００６１】
　[0073]　一実装形態では、データ転送アクティビティは、ＵＥからのアップリンクデー
タ転送に関係し得る。図８を参照すると、このアクティビティは、ＵＥ８０２が、ＵＬス
ケジューリング許可を受信する目的でＢＳＲをｅＮＢ８０４に送ることを伴い得る。した
がって、「データ転送アクティビティ（data transfer activity）」は、ＵＥ８０２とネ
ットワークデバイス８０４との間のデータの実際のアクティブ転送を必ずしも伴うとは限
らない。そのようなデータ転送アクティビティは、単に、実際のデータ転送を可能にする
メッセージ、たとえば、ＢＳＲの送信を伴い得る。アップリンクデータ転送アクティビテ
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ィの場合、少なくとも１つのタイマーは、ＵＥ８０２に関連し、ＵＥがデータ転送を要求
するのをそれの間控える時間を定義し得る。したがって、このタイマーはデータ転送に影
響を及ぼす。たとえば、ＵＥ８０２が、ＢＳＲを送った後にチューンアウェイする場合、
ＵＥは、ＵＥが別のＢＳＲをそれの間送らないタイマーを始動する。このタイマーは、Ｕ
Ｅ８０２のＢＳＲタイマーに対応し得る。引き続き図８を参照すると、データ転送アクテ
ィビティの継続を開始することは、ＵＥ８０２が少なくとも１つのタイマーをリセットす
ることと、少なくとも１つのタイマーのリセット時にＳＲをネットワークデバイス８０４
に送ることとを含み得る。
【００６２】
　[0074]　このシナリオでは、すなわち、データ転送アクティビティがアップリンクデー
タ転送に関係するとき、ステップ１００４において、ＵＥ８０２は、少なくとも１つのタ
イマーをリセットすることと、ここにおいて、タイマーがＵＥに関連する、少なくとも１
つのタイマーをリセットすると即時にＳＲをネットワークデバイス８０４に送ることとに
よって、第１のＲＡＴにチューンバックするとアップリンクデータ転送の継続を開始する
。ＵＥ８０２は、ＵＥが、ＵＥバッファ中のアップリンクデータの存在によりアップリン
ク許可を要求するＢＳＲを送ったので、第１のＲＡＴからのチューンアウェイのときのデ
ータ転送がアップリンクであることを本質的に知る。
【００６３】
　[0075]　別の実装形態では、データ転送アクティビティは、ＵＥへのダウンリンクデー
タ転送に関係し得る。図９を参照すると、このアクティビティは、ｅＮＢからのＤＬスケ
ジューリング許可のＵＥ９０２による受信と、後続のｅＮＢ９０４からのＤＬデータの受
信とを伴い得る。したがって、この場合、「データ転送アクティビティ」は、ＤＬデータ
の実際のアクティブ転送を伴い、ＵＥ９０２は、データのこのアクティブダウンリンク転
送中にチューンアウェイする。データ転送アクティビティに影響を及ぼす少なくとも１つ
のタイマーは、ｅＮＢ９０４が、ＵＥ９０２がＤＬデータ転送に応答していないと決定し
た後に入り得る、電力節約モードのサイクルを定義し、ここにおいて、ＵＥからの応答の
そのような欠如は、ＵＥによるチューンアウェイによる。サイクルは、ネットワークデバ
イス９０４がダウンリンクデータを送るのをそれの間控えるオフ持続時間（off duration
）を有する。タイマーは、ネットワークデバイスのＤＲＸまたはＣＤＲＸタイマーであり
得る。引き続き図９を参照すると、データ転送アクティビティの継続を開始することは、
たとえば、ＳＲをネットワークデバイスに送ることによって、ネットワークデバイス９０
４に電力節約モードから抜けさせることを含む。
【００６４】
　[0076]　このシナリオでは、すなわち、データ転送アクティビティがダウンリンクデー
タ転送に関係するとき、ステップ１００６において、ＵＥ９０２は、ネットワークデバイ
ス９０４に電力節約モードから抜けさせることによって、第１のＲＡＴにチューンバック
するとダウンリンクデータ転送の継続を開始し、ここにおいて、少なくとも１つのタイマ
ーは、ネットワークデバイスに関連し、電力節約モードのサイクルを定義する。ＵＥ９０
２は、ＵＥ９０２が、ｅＮＢ９０４からダウンリンク許可を受信し、チューンアウェイの
ときにＤＬデータを受信しつつあったので、第１のＲＡＴからのチューンアウェイのとき
のデータ転送がダウンリンクであることを本質的に知る。
【００６５】
　[0077]　図１１は、例示的な装置１１０２中の異なるモジュール／手段／構成要素間の
データフローを示す概念データフロー図１１００である。本装置はＵＥであり得る。本装
置は、チューンアウェイ／チューンバックモジュール（tune away / tune back module）
１１０４と、開始モジュール（initiating module）１１０６と、送信モジュール（trans
mission module）１１０８とを含む。
【００６６】
　[0078]　チューンアウェイ／チューンバックモジュール１１０４は、第１のＲＡＴを介
したＵＥとネットワークデバイス１１５０との間のデータ転送アクティビティ中に、第１
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のＲＡＴから第２のＲＡＴにチューンアウェイする。チューンアウェイすることは、デー
タ転送アクティビティに影響を及ぼす少なくとも１つのタイマーを始動する。アップリン
クデータ転送の場合、タイマーはＵＥ１１０２中に含まれる。ダウンリンクデータ転送の
場合、タイマーはネットワークデバイス１１５０中に含まれる。
【００６７】
　[0079]　開始モジュール１１０６は、第１のＲＡＴへのＵＥのチューンバック時に即時
にデータ転送アクティビティの継続を開始する。アップリンクデータ転送の場合、開始モ
ジュール１１０６は、ＵＥ中に含まれるタイマーをリセットし、送信モジュール１１０８
を通してネットワークデバイス１１５０にＳＲを送る。ダウンリンクデータの場合、開始
モジュールは、送信モジュール１１０８を通してネットワークデバイスにＳＲを送ること
によって、ネットワークデバイス中に含まれるタイマーをリセットする。
【００６８】
　[0080]　装置１１０２は、図８および図９の上述のコールフロー図ならびに図１０のフ
ローチャート中のアルゴリズムのステップの各々を実行する追加のモジュールを含み得る
。したがって、図８および図９の上述のコールフロー図ならびに図１０のフローチャート
中の各ステップは、１つのモジュールによって実行され得、本装置は、それらのモジュー
ルのうちの１つまたは複数を含み得る。モジュールは、述べられたプロセス／アルゴリズ
ムを行うように特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述べら
れたプロセス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装される
か、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそれ
らの何らかの組合せであり得る。
【００６９】
　[0081]　図１２は、処理システム１２１４を採用する装置１１０２’のためのハードウ
ェア実装形態の一例を示す図１２００である。処理システム１２１４は、バス１２２４に
よって概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１２２４は、処
理システム１２１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接
続バスおよびブリッジを含み得る。バス１２２４は、プロセッサ１２０４、モジュール１
１０４、１１０６、１１０８、およびコンピュータ可読媒体／メモリ１２０６によって表
される１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールを含む様々な
回路を互いにリンクする。バス１２２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整
器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術
分野においてよく知られており、したがって、これ以上説明しない。
【００７０】
　[0082]　処理システム１２１４はトランシーバ１２１０に結合され得る。トランシーバ
１２１０は１つまたは複数のアンテナ１２２０に結合される。トランシーバ１２１０は、
伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。トランシーバ１２１０
は、１つまたは複数のアンテナ１２２０から信号を受信し、受信された信号から情報を抽
出し、抽出された情報を処理システム１２１４に与える。さらに、トランシーバ１２１０
は、処理システム１２１４、特に送信モジュール１１０８から情報を受信し、受信された
情報に基づいて、１つまたは複数のアンテナ１２２０に適用されるべき信号を生成する。
処理システム１２１４は、コンピュータ可読媒体／メモリ１２０６に結合されたプロセッ
サ１２０４を含む。プロセッサ１２０４は、コンピュータ可読媒体／メモリ１２０６に記
憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッ
サ１２０４によって実行されたとき、処理システム１２１４に、特定の装置のための上記
で説明した様々な機能を実行させる。コンピュータ可読媒体／メモリ１２０６はまた、ソ
フトウェアを実行するときにプロセッサ１２０４によって操作されるデータを記憶するた
めに使用され得る。処理システムは、モジュール１１０４、１１０６、および１１０８の
うちの少なくとも１つをさらに含む。モジュールは、コンピュータ可読媒体／メモリ１２
０６中に常駐する／記憶された、プロセッサ１２０４中で動作するソフトウェアモジュー
ルであるか、プロセッサ１２０４に結合された１つまたは複数のハードウェアモジュール
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であるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。処理システム１２１４は、ＵＥ６
５０の構成要素であり得、メモリ６６０および／またはＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプ
ロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６５９とのうちの少なくとも１つを含み得
る。
【００７１】
　[0083]　一構成では、ワイヤレス通信のための装置１１０２／１１０２’は、第１のＲ
ＡＴを介したＵＥとネットワークデバイスとの間のデータ転送アクティビティ中に第１の
ＲＡＴから第２のＲＡＴにチューンアウェイするための手段１１０４を含み、ここにおい
て、データアクティビティ転送は、ＵＥからのアップリンクデータ転送またはＵＥへのダ
ウンリンクデータ転送のうちの１つに関係し、チューンアウェイすることが、データ転送
アクティビティに影響を及ぼす少なくとも１つのタイマーを始動する。ワイヤレス通信の
ための装置１１０２／１１０２’は、少なくとも１つのタイマーをリセットすることと、
少なくとも１つのタイマーのリセット時にＳＲをネットワークデバイスに送ることとによ
って、第１のＲＡＴにチューンバックするとアップリンクデータ転送の継続を開始するた
めの手段１１０６をも含み、ここにおいて、タイマーはＵＥに関連する。ワイヤレス通信
のための装置１１０２／１１０２’は、ネットワークデバイスに電力節約モードから抜け
させることによって、第１のＲＡＴにチューンバックするとダウンリンクデータ転送の継
続を開始するための手段１１０６をも含み、ここにおいて、少なくとも１つのタイマーは
、ネットワークデバイスに関連し、電力節約モードのサイクルを定義する。ワイヤレス通
信のための装置１１０２／１１０２’は、ダウンリンクデータ転送の継続を開始するより
前に、ＵＥがチューンアウェイすることより前のダウンリンクデータアクティビティ（do
wnlink data activity）に関係する判定基準が満たされたかどうかを決定するための手段
１２０４をも含み得る。
【００７２】
　[0084]　上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成され
た、装置１１０２、および／または装置１１０２’の処理システム１２１４の上述のモジ
ュールのうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム１２１
４は、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６
５９とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳さ
れた機能を実行するように構成された、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６
と、コントローラ／プロセッサ６５９とであり得る。
【００７３】
　[0085]　別の構成では、ＵＥのワイヤレス通信の方法が、第１のＲＡＴにキャンプオン
している間に電力節約モードに入ることと、電力節約モードは、ＵＥが第１のＲＡＴを介
してデータをそれの間送信および／または受信するオン持続時間を有する、第１のＲＡＴ
から第２のＲＡＴにチューンアウェイすることと、ここにおいて、チューンアウェイする
ことが、オン持続時間中にＵＥと第１のＲＡＴとの間のデータ受信および／または送信に
影響を及ぼす、第１のＲＡＴにチューンバックすると即時にＵＥと第１のＲＡＴとの間の
データ受信および／または送信の継続を開始することとを含む。
【００７４】
　[0086]　同様に、ワイヤレス通信のためのＵＥが、ＲＡＴにキャンプオンしている間に
電力節約モードに入るための手段と、電力節約モードは、ＵＥが第１のＲＡＴを介してデ
ータをそれの間送信および／または受信するオン持続時間を有する、第１のＲＡＴから第
２のＲＡＴにチューンアウェイするための手段と、ここにおいて、チューンアウェイする
ことが、オン持続時間中にＵＥと第１のＲＡＴとの間のデータ受信および／または送信に
影響を及ぼす、第１のＲＡＴにチューンバックすると即時にＵＥと第１のＲＡＴとの間の
データ受信および／または送信の継続を開始するための手段とを含む。
【００７５】
　[0087]　同様に、ワイヤレス通信のためのＵＥは、メモリと、メモリに結合された少な
くとも１つのプロセッサとを含む。プロセッサは、ＵＥに、第１のＲＡＴにキャンプオン
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している間に電力節約モードに入ることと、電力節約モードは、ＵＥが第１のＲＡＴを介
してデータをそれの間送信および／または受信するオン持続時間を有する、第１のＲＡＴ
から第２のＲＡＴにチューンアウェイすることと、ここにおいて、チューンアウェイする
ことが、オン持続時間中にＵＥと第１のＲＡＴとの間のデータ受信および／または送信に
影響を及ぼす、第１のＲＡＴにチューンバックすると即時にＵＥと第１のＲＡＴとの間の
データ受信および／または送信の継続を開始することとを行わせるように構成される。
【００７６】
　[0088]　同様に、ＵＥのコンピュータ可読媒体が、少なくとも１つのプロセッサ上で実
行されたとき、ＵＥに、第１のＲＡＴにキャンプオンしている間に電力節約モードに入る
ことと、電力節約モードは、ＵＥが第１のＲＡＴを介してデータをそれの間送信および／
または受信するオン持続時間を有する、第１のＲＡＴから第２のＲＡＴにチューンアウェ
イすることと、ここにおいて、チューンアウェイすることが、オン持続時間中にＵＥと第
１のＲＡＴとの間のデータ受信および／または送信に影響を及ぼす、第１のＲＡＴにチュ
ーンバックすると即時にＵＥと第１のＲＡＴとの間のデータ受信および／または送信の継
続を開始することとを行わせるコードを含む。
【００７７】
　[0089]　開示したプロセス／フローチャートにおけるステップの特定の順序または階層
は、例示的な手法の一例であることを理解されたい。設計選好に基づいて、プロセス／フ
ローチャートにおけるステップの特定の順序または階層は再構成され得ることを理解され
たい。さらに、いくつかのステップは組み合わせられるかまたは省略され得る。添付の方
法クレームは、様々なステップの要素を例示的な順序で提示したものであり、提示された
特定の順序または階層に限定されるものではない。
【００７８】
　[0090]　以上の説明は、本明細書で説明した様々な態様を当業者が実施できるようにす
るために与えたものである。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らか
であり、本明細書で定義された一般原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請
求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、クレーム文言に矛盾し
ない全範囲を与えられるべきであり、ここにおいて、単数形の要素への言及は、そのよう
に明記されていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の
」を意味するものである。「例示的」という単語は、本明細書では「例、事例、または例
示の働きをすること」を意味するために使用される。「例示的」として本明細書で説明す
るいかなる態様も、必ずしも他の態様よりも好適または有利であると解釈されるべきであ
るとは限らない。別段に明記されていない限り、「いくつか（some）」という用語は１つ
または複数を指す。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣ
のうちの少なくとも１つ」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの
組合せは、Ａ、Ｂ、および／またはＣの任意の組合せを含み、複数のＡ、複数のＢ、また
は複数のＣを含み得る。詳細には、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ
、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の
組合せ」などの組合せは、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡおよびＢ、ＡおよびＣ、Ｂおよび
Ｃ、またはＡおよびＢおよびＣであり得、ここで、いかなるそのような組合せも、Ａ、Ｂ
、またはＣのうちの１つまたは複数のメンバーを含んでいることがある。当業者に知られ
ている、または後に知られることになる、本開示全体にわたって説明した様々な態様の要
素のすべての構造的および機能的均等物は、参照により本明細書に明確に組み込まれ、特
許請求の範囲に包含されるものである。その上、本明細書で開示するいかなることも、そ
のような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されているかどうかにかかわらず、公に供
するものではない。いかなるクレーム要素も、その要素が「ための手段」という句を使用
して明確に具陳されていない限り、ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべき
ではない。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］



(22) JP 6571159 B2 2019.9.4

10

20

30

40

50

　ユーザ機器（ＵＥ）のワイヤレス通信の方法であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介した前記ＵＥとネットワークデバイスとの間の
データ転送アクティビティ中に前記第１のＲＡＴから第２のＲＡＴにチューンアウェイす
ること、ここにおいて、データアクティビティ転送が、アップリンクデータ転送またはダ
ウンリンクデータ転送のうちの１つに関係し、チューンアウェイすることが、前記データ
転送アクティビティに影響を及ぼす少なくとも１つのタイマーを始動する、および
　前記少なくとも１つのタイマーをリセットすることと、前記少なくとも１つのタイマー
のリセット時にスケジューリング要求（ＳＲ）を前記ネットワークデバイスに送ることと
によって、前記第１のＲＡＴにチューンバックするとアップリンクデータ転送の継続を開
始すること、ここにおいて、前記タイマーが前記ＵＥに関連する、あるいは
　前記ネットワークデバイスに電力節約モードから抜けさせることによって、前記第１の
ＲＡＴにチューンバックするとダウンリンクデータ転送の継続を開始すること、ここにお
いて、前記少なくとも１つのタイマーが、前記ネットワークデバイスに関連し、前記電力
節約モードのサイクルを定義する、
を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記少なくとも１つのタイマーは、前記ＵＥがデータ転送を要求するのをその間控える
時間を定義する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記少なくとも１つのタイマーが、前記ＵＥのバッファステータス報告（ＢＳＲ）タイ
マーに対応する、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記電力節約モードの前記サイクルは、前記ネットワークデバイスがダウンリンクデー
タを送るのをその間控えるオフ持続時間を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記少なくとも１つのタイマーが、前記ネットワークデバイスの間欠受信（ＤＲＸ）タ
イマーに対応する、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記ネットワークデバイスに前記電力節約モードから抜けさせることが、スケジューリ
ング要求（ＳＲ）を前記ネットワークデバイスに送ることを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　ダウンリンクデータ転送の継続を開始するより前に、前記ＵＥがチューンアウェイする
ことより前のダウンリンクデータアクティビティに関係する判定基準が満たされたかどう
かを決定することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記判定基準は、前記ＵＥがチューンアウェイすることより前の時間期間中に前記ＵＥ
によって受信されたダウンリンクデータのサイズの測度（measure）を備える、Ｃ７に記
載の方法。
［Ｃ９］
　ワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介した前記ＵＥとネットワークデバイスとの間の
データ転送アクティビティ中に前記第１のＲＡＴから第２のＲＡＴにチューンアウェイす
るための手段と、ここにおいて、データアクティビティ転送が、アップリンクデータ転送
またはダウンリンクデータ転送のうちの１つに関係し、チューンアウェイすることが、前
記データ転送アクティビティに影響を及ぼす少なくとも１つのタイマーを始動する、
　前記少なくとも１つのタイマーをリセットすることと、前記少なくとも１つのタイマー
のリセット時にスケジューリング要求（ＳＲ）を前記ネットワークデバイスに送ることと
によって、前記第１のＲＡＴにチューンバックするとアップリンクデータ転送の継続を開
始するための手段と、ここにおいて、前記タイマーが前記ＵＥに関連する、
　前記ネットワークデバイスに電力節約モードから抜けさせることによって、前記第１の
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ＲＡＴにチューンバックするとダウンリンクデータ転送の継続を開始するための手段と、
ここにおいて、前記少なくとも１つのタイマーが、前記ネットワークデバイスに関連し、
前記電力節約モードのサイクルを定義する、
を備える、ユーザ機器。
［Ｃ１０］
　前記少なくとも１つのタイマーは、前記ＵＥがデータ転送を要求するのをその間控える
時間を定義する、Ｃ９に記載のユーザ機器。
［Ｃ１１］
　前記少なくとも１つのタイマーが、前記ＵＥのバッファステータス報告（ＢＳＲ）タイ
マーに対応する、Ｃ１０に記載のユーザ機器。
［Ｃ１２］
　前記電力節約モードの前記サイクルは、前記ネットワークデバイスがダウンリンクデー
タを送るのをその間控えるオフ持続時間を備える、Ｃ９に記載のユーザ機器。
［Ｃ１３］
　前記少なくとも１つのタイマーが、前記ネットワークデバイスの間欠受信（ＤＲＸ）タ
イマーに対応する、Ｃ１２に記載のユーザ機器。
［Ｃ１４］
　前記ネットワークデバイスに前記電力節約モードから抜けさせることが、スケジューリ
ング要求（ＳＲ）を前記ネットワークデバイスに送ることを備える、Ｃ９に記載のユーザ
機器。
［Ｃ１５］
　ダウンリンクデータ転送の継続を開始するより前に、前記ＵＥがチューンアウェイする
ことより前のダウンリンクデータアクティビティに関係する判定基準が満たされたかどう
かを決定するための手段をさらに備える、Ｃ９に記載のユーザ機器。
［Ｃ１６］
　前記判定基準は、前記ＵＥがチューンアウェイすることより前の時間期間中に前記ＵＥ
によって受信されたダウンリンクデータのサイズの測度を備える、Ｃ１５に記載のユーザ
機器。
［Ｃ１７］
　ワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介した前記ＵＥとネットワークデバイスとの間
のデータ転送アクティビティ中に前記第１のＲＡＴから第２のＲＡＴにチューンアウェイ
することと、ここにおいて、データアクティビティ転送が、アップリンクデータ転送また
はダウンリンクデータ転送のうちの１つに関係し、チューンアウェイすることが、前記デ
ータ転送アクティビティに影響を及ぼす少なくとも１つのタイマーを始動する、
　　前記少なくとも１つのタイマーをリセットすることと、前記少なくとも１つのタイマ
ーのリセット時にスケジューリング要求（ＳＲ）を前記ネットワークデバイスに送ること
とによって、前記第１のＲＡＴにチューンバックするとアップリンクデータ転送の継続を
開始することと、ここにおいて、前記タイマーが前記ＵＥに関連する、
　　前記ネットワークデバイスに電力節約モードから抜けさせることによって、前記第１
のＲＡＴにチューンバックするとダウンリンクデータ転送の継続を開始することと、ここ
において、前記少なくとも１つのタイマーが、前記ネットワークデバイスに関連し、前記
電力節約モードのサイクルを定義する、
　を行うように構成された、
ユーザ機器。
［Ｃ１８］
　前記少なくとも１つのタイマーは、前記ＵＥがデータ転送を要求するのをその間控える
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時間を定義する、Ｃ１７に記載のユーザ機器。
［Ｃ１９］
　前記少なくとも１つのタイマーが、前記ＵＥのバッファステータス報告（ＢＳＲ）タイ
マーに対応する、Ｃ１８に記載のユーザ機器。
［Ｃ２０］
　前記電力節約モードの前記サイクルは、前記ネットワークデバイスがダウンリンクデー
タを送るのをその間控えるオフ持続時間を備える、Ｃ１７に記載のユーザ機器。
［Ｃ２１］
　前記少なくとも１つのタイマーが、前記ネットワークデバイスの間欠受信（ＤＲＸ）タ
イマーに対応する、Ｃ２０に記載のユーザ機器。
［Ｃ２２］
　前記ネットワークデバイスに前記電力節約モードから抜けさせることが、スケジューリ
ング要求（ＳＲ）を前記ネットワークデバイスに送ることを備える、Ｃ１７に記載のユー
ザ機器。
［Ｃ２３］
　前記プロセッサは、ダウンリンクデータ転送の継続を開始するより前に、前記ＵＥがチ
ューンアウェイすることより前のダウンリンクデータアクティビティに関係する判定基準
が満たされたかどうかを決定するようにさらに構成された、Ｃ１７に記載のユーザ機器。
［Ｃ２４］
　前記判定基準は、前記ＵＥがチューンアウェイすることより前の時間期間中に前記ＵＥ
によって受信されたダウンリンクデータのサイズの測度を備える、Ｃ２３に記載のユーザ
機器。
［Ｃ２５］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶
するコンピュータ可読媒体であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介した前記ＵＥとネットワークデバイスとの間の
データ転送アクティビティ中に前記第１のＲＡＴから第２のＲＡＴにチューンアウェイす
ることと、ここにおいて、データアクティビティ転送が、アップリンクデータ転送または
ダウンリンクデータ転送のうちの１つに関係し、チューンアウェイすることが、前記デー
タ転送アクティビティに影響を及ぼす少なくとも１つのタイマーを始動する、
　前記少なくとも１つのタイマーをリセットすることと、前記少なくとも１つのタイマー
のリセット時にスケジューリング要求（ＳＲ）を前記ネットワークデバイスに送ることと
によって、前記第１のＲＡＴにチューンバックするとアップリンクデータ転送の継続を開
始することと、ここにおいて、前記タイマーが前記ＵＥに関連する、
　前記ネットワークデバイスに電力節約モードから抜けさせることによって、前記第１の
ＲＡＴにチューンバックするとダウンリンクデータ転送の継続を開始することと、ここに
おいて、前記少なくとも１つのタイマーが、前記ネットワークデバイスに関連し、前記電
力節約モードのサイクルを定義する、
を行うためのコードを備える、コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２６］
　前記少なくとも１つのタイマーは、前記ＵＥがデータ転送を要求するのをその間控える
時間を定義する、Ｃ２５に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ２７］
　前記少なくとも１つのタイマーが、前記ＵＥのバッファステータス報告（ＢＳＲ）タイ
マーに対応する、Ｃ２６に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ２８］
　前記電力節約モードの前記サイクルは、前記ネットワークデバイスがダウンリンクデー
タを送るのをその間控えるオフ持続時間を備える、Ｃ２５に記載のコンピュータ可読媒体
。
［Ｃ２９］
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　前記少なくとも１つのタイマーが、前記ネットワークデバイスの間欠受信（ＤＲＸ）タ
イマーに対応する、Ｃ２８に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ３０］
　前記ネットワークデバイスに前記電力節約モードから抜けさせるためのコードが、スケ
ジューリング要求（ＳＲ）を前記ネットワークデバイスに送るためのコードを備える、Ｃ
２５に記載のコンピュータ可読媒体。

【図１】 【図２】
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